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第 5 章から第 7 章においては、最適実装データを基本とした具体化のための最適情報システムを求
めている。すなわち、設計、製作、試験、保守、運用を一貫して、計算機による省力合理化に最適な
実装情報システムを見出している。集積回路の高速化、高密度化により、ますます重要性を増してい
るプリント配線板の自動設計システムについても述べているが、特にプリント配線板の自動設計のア
ルゴリズムは独創性があり、その高能率は高く評価されるものである。
また、今後の自動設計は、個々の設計自動化と同時に、設計情報入力言語および設計データ・ファ
イルの構成法が重要な問題となることは明白であるが、第 6 章に述べられている論理図処理システム
は、今後の自動設計の、この種の問題解決の基礎となるであろう。
以上のように、本論文は集積回路化電子装置の実装方式に関する基本的な問題について、かなりの
研究成果をあげている。この分野の問題は、その重要性にもかかわらず、これまであまり研究されて
いなかった。この意味でも本研究の価値は少くなく、電子工学に寄与するところ大である。よって博
士論文として価値あるものと認める。
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